最高裁判所（第一小法廷）に対する要請書

《要請の趣旨》

　私たちは、高眞司さんの生活保護裁判（上告受理事件番号　平成１２年（行ヒ）第３２６号）について、最高裁判所（第一小法廷）が速やかに高眞司さん勝訴の判決を確定させることを求めます。　

《要請の理由》　

１　高眞司さん（１９５０年生まれ）は、脳性小児麻痺による重度の障害（身体障害者手帳等級１級）を持ち、完全四肢麻痺の状態ながら、１９７６年以来、石川県金沢市で一人暮らしをしています。

２　ところが、金沢市・厚生労働省は、高さんのお母さんが、生前、高さんのために将来の備えとしてせっかく掛金を納めていた年金（石川県心身障害者扶養共済制度条例による月額２万円の年金）を、高さんが生活保護を受ける際に収入認定してしまいました。そのため、高さんの生活保護費は、この年金額を控除した額しか支給されず、本当は２４時間介護が必要な高さんは十分な介護を受けることができません。寝返りがうてない高さんは、夜間の介護がほとんどないため、１週間のうち６日間も、車椅子に座ったまま眠るという非人間的な生活を余儀なくされています。

３　この非情な収入認定を改めさせるため、高さんは裁判を起こしました。一審の金沢地方裁判所（１９９９年６月）も、控訴審の名古屋高等裁判所金沢支部（２０００年９月）も、高さんの訴えを認め、この年金の収入認定を違法として取り消す、高さん勝訴の判決を言い渡しました。ともに、常識にかなった温い人間的な判決でした。

４　ところが、金沢市・厚生労働省は、非情にも、最高裁判所に対し、不服申立て（上告受理申立て）を行いました。そのため、高さんの年金は今も収入認定され続けたままで、介護の絶対的不足が今も続いています。

５　そこで、私たちは、最高裁判所（第一小法廷）が速やかに高さん勝訴の判決を確定させることを求めます。
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《本署名の集約先》〒921-8027　金沢市神田1-19-20-105
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